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　Ｆゾーン：湖面に浮かぶ自然と共生する湖畔　　砥川河口周辺　





■方　向：自然環境との共生をテーマとした新たな諏訪湖の商業・観光・レクリェーション拠点を形成する。


■整備方針


○湖岸堤の治水機能の維持


○背後地に形成される都市景観や


赤砂崎公園と調和したうるおいの


ある湖畔景観の創出


○遠景を眺望できる休息空間の確保


○砥川河口部の環境の保全・向上





　Ｅゾーン：水辺の生物と人との交流する湖畔　　塚間川流入部～市町境（岡谷市と下諏訪町　





■方　向：諏訪湖の原風景である砂洲や水生植物等の豊かな環境を復元し、これらと人が触れ合えるような公園づくりをするゾーンとする。


■整備方針


○湖岸堤の治水機能の維持


○水鳥の生息環境の向上


○湖の風景を眺められる休息空間の確保


○市民や来訪者が水辺の自然環境と


ふれあえる親水空間の形成


○岡谷湖畔公園との連続的な


空間利用の確保











　Ａゾーン：賑わいとふれあいの湖畔　　市町境（諏訪市と下諏訪町）～上川流入部　


■方　向：都会的でうるおいのある湖畔空間を形成する


■整備方針


○湖岸堤の治水機能の維持


○市民や来訪者が憩い安らげる都市的な親水空間 の形成


○諏訪湖畔公園や間欠泉センターと連続的な空間


○背後地の都市景観と調和したうるおいのある湖畔景観の創出


○湖底部の自然環境（沈水植物帯等）の保全・向上








　Ｂゾーン：水辺の生物豊かな湖畔　　上川流入部～市町境（諏訪市と岡谷市）





■方　向：諏訪湖の原風景である水生植物が豊かなエゴや湖畔を保全・復元し、水辺の生物が豊かな自然環境を復元・創出する。


■整備方針


○湖岸堤の治水機能の維持


○エゴをモデルとした生物生息空間の


復元・創出


○水際の自然環境の連続性の向上


○人間の利用との住み分けによる


生物優先空間の形成


○貴重な自然環境を観察・学習できる場


の確保





　Ｃゾーン：広々とした湖の風景を満喫する湖畔　　市町境（岡谷市と諏訪市）～湊小学校付近　





■方　向：広々とした湖面の風景や山並みへの眺めを満喫しながら、ジョギング、釣り、散歩、ドライブが楽しめるゾーンとする。


■整備方針


○湖岸堤の治水機能の維持


○市民や来訪者が湖岸沿いをゆったりと


回れるネットワークの形成


○湖の風景を眺められる休息空間の確保


○変化性のある湖畔景観の創出


○水際の魚類生息環境の向上





　Ｄゾーン：釜口水門・大噴水をシンボルとした憩いの湖畔　　湊小学校付近～塚間川流入部　





■方　向：釜口水門や大噴水をシンボルとし、湖畔公園と一体的な美しい湖畔空間を形成するゾーンとする。


■整備方針


○釜口水門・湖岸堤の治水機能の維持


○釜口水門や大噴水を引き立てる


湖畔景観の向上


○湖の風景を眺められる休息空間の確保


○市民や来訪者が憩い安らげる


親水空間の形成


○岡谷湖畔公園との連続的な


空間利用の確保
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